
⑧ スプール用
すべり止めステッカー



SPEED

攻棚ワカサギモータードライブECの特長
デジタルカウンター
●10cm単位で水深を表示します。
自動棚停止
●仕掛け落下時、棚メモ設定した位置で自動停止します。
船べり自動停止
●巻上時0設定した位置で自動停止します。
●0設定の１ｍ手前より減速して0ｍで自動停止しますので、急停止での魚のハリ外れを防止しま
す。
巻上
●「チョイ巻」と「自動巻上」を選択できます。
●巻上ボタン左・右どちらか一方のボタンを押せば、押している間だけ、設定した速度で
　巻上る「チョイ巻」になります。
●巻上ボタン左・右を同時に押せば、設定した速度で「自動巻上」になります。
巻上速度調整
●巻上速度を５段階で調整可能です。
電池残量警告
●電池の残量が少なくなれば、SPEED表示が点滅し2段階でお知らせします。
ラインデータ入力
●PEライン・フロロラインの種類、号数を選択して入力できます。
スプールラインストッパー
●ラインを引掛ける事で決めた棚で仕掛けを止める事が出来ます。
糸止め
●移動時等ラインを止めておけます。
尻手ロープ穴
●落下防止の尻手ロープが取付けられます。
ワカサギジョインター
●ガイドの上向き下向き角度調節が可能です。
●穂先をセットしたまま180°折りたたんで収納可能です。

操作方法
1.電池の入れ方　
①電池カバーを外し⊕⊖の向きを間違えないように
　単4形電池×2本（別売）を入れてください。
②電池カバーの爪を先に差込んで閉めます。

3.ラインデータ入力

①0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）と電源/スピードボタン（Ⓑボタン）を
　同時に長押しすると液晶パネルの表示が点滅します。（図2）
②0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を押すとライン号数（初期設定PE0.1号）が表示されます。（図3）

③電源/スピードボタン（Ⓑボタン）と0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を押すとごとに、下記図のよに
　ライン種/号数が切り替わります。

④使用するライン種/号数を選択し、0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を長押しすると
　決定されます。（図4）※例：PEライン0.3号を巻く

⑤選択が終わるとカウンターに
　0.0（ライン巻取り量）が表示されます。
 （単位：m）（図5）

⑥スプールにラインを巻きましょう。
　スプールにラインを結び、どちらかの巻上ボタンを押して（チョイ巻）ラインを均等に巻上てください。
　巻取り量がカウンターに表示されます。
　※ラインデータ入力は、20ｍ以上の長さが必要です。

⑦巻取りが終わったところで0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を長押ししてラインの
　巻取り量を入力します。（図6）※例：60m巻取り

⑧決定後、カウンターに水深0.0が表示
　され完了です。（図7）

釣行には電池残量を確認し
予備の電池も必ずご持参ください。
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2.電源の入れ方・切り方
①電源/スピードボタン（Ⓑボタン）を長押しすると電源が入ります。（図1）
②電源を切る時も電源/スピードボタン（Ⓑボタン）を長押しします。
※電源が入っている状態で30分間放置すると電源が切れます。 電源/スピード0設定/棚メモ
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（図1）

（図2） （図3）

ＰＥライン
フロロライン

0.1号、0.2号、0.3号、0.4号
0.2号、0.3号、0.4号、0.5号、0.6号、0.8号、1.0号

ラインデータ入力設定対応表
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4.穂先のセット方法
●穂先差し込み径は､穂先外径５mm用で設計しています。
　※別売の穂先購入時は､差し込み部の外径を必ず確認してください。
●穂先取付け穴に穂先を奥まで差し込んでください。
　※無理に押し込むと、穂先を破損する恐れがありますので、注意してください。
　※振動等で穂先が緩む場合がありますので、ご使用中は時 ご々確認ください。

6.船べり自動停止のセット方法
●仕掛けの掴みやすい位置で0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を長押しすると
　停止位置が設定され、カウンターに0.0が表示されます。（図11）
●0設定の１ｍ手前から減速して0ｍで自動停止します。
※停止した状態からさらに巻き上げるときは巻上ボタンを
　一度離してから押しなおしてください。

7.ラインの出し方、止め方
●クラッチをフリー側へ倒すと、スプールフリー状態になり仕掛けを落下させることが出来ます。
●仕掛けが底や棚に到着したらクラッチをロック側へ戻すか、巻上ボタン（チョイ巻）を押して
　クラッチを戻してください。
※着底時等、ラインが出過ぎるとトラブルの原因になりますので、落下時はスプールを指で軽く押さえてください。

8.自動棚停止機能のセット方法
●仕掛けを落とし、停止させたい棚で0設定/棚メモボタン（Ⓐボタン）を押すと
　決定され表示部が点滅します。（図12）※例：水深25mで停止
　次回の仕掛け投入からセットされた棚で停止します。
　違う水深で同じ操作を繰り返す事で上書きされます。
※自動棚停止は2m以上で有効となります。
●自動棚停止をリセットするときは電源/スピードボタン（Ⓑボタン）を長押しで
　電源を切ってリセットしてください。

11.巻上
●巻上ボタン左と右どちらか一方を押すと押している間だけ巻上る「チョイ巻」になります。
●巻上ボタン左と右を同時に押すと「自動巻上」になります。巻上ボタンをもう一度押すと停止します。

13.セーフティ機能
①電源オートＯＦＦ機能
　30分間スイッチ操作やカウンター表示に変化がなければ、自動的に電源がＯＦＦになります。
②モーター保護機能
　モーターがＯＮの状態（巻上状態）で、スプールの回転が５秒間以上停止した場合
　モーター保護のため巻上が停止します。再度巻上ボタンを押すと、通常時に戻ります。

12.巻上速度調整
●5段階の巻上速度を調節できます。
●電源/スピードボタン（Ⓑボタン）を押すごとに1段階づつ速くなります。
　スピード5の次はスピード1に戻ります。（図15）

14.電池残量警告
●電池の残量が少なくなれば、SPEED表示が点滅し
　2段階でお知らせします。（図16）
　1段階はゆっくりと点滅し電池残量が少なくなった事をお知らせし

2段階は速く点滅し電池交換目安をお知らせします。

速い

（図15）
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各部の名称と働き

ワカサギジョインター
●ガイドの上向き下向きを変更
●穂先の角度調節

スプールラインストッパー
●棚決め時に使用

電源/スピードボタン
●電源の入/切
●スピードの選択

クラッチ
●フリー側で仕掛けを落下
●ロック側で巻上
●フリー時に巻上ボタンを
  押すと自動的にロックに
  なります

裏面

巻上ボタン（左・右）
●左・右どちらか一方を
   押すと押している間だけ
  巻上る「チョイ巻」
●左と右を同時に押すと
 「自動巻上」

巻上ボタン左

穂先取付け穴
●5mm径の穂先に対応

B ボタン

尻手ロープ穴

クッションシート

スプール

ワカサギジョインター用
レンチ
●ワカサギジョインターの
  角度調節に使用する工具
●電池カバーに収納

水深表示
●水深を10cm単位で
  表示

0設定/棚メモボタン
●2m未満は0設定
●2m以上は棚メモ

A ボタン

スピード表示
●巻上スピードを５段階で表示
●電池残量が少なくなると点滅で表示

巻上ボタン右

電池カバー

この場所を
矢印の方向に
押しながら
開けてください。

※単４形
　電池２本
（別売）
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9.スプールライン
　 ストッパーの使い方
●仕掛けを落とし、停止させたい棚で
　ストッパーにラインを掛けます。（図１3）
　次回の仕掛け投入から同じ棚で
　止める事が出来ます。
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5.ワカサギジョインターと穂先のセット方法
●下記図のようにリールにワカサギジョインターと穂先を取り付けてください。
　角度が決まればワカサギジョインター用レンチを電池カバーより取り出し（図8）
　角度調節ネジをしっかり締めてください。ラインが穂先に接触せず
　仕掛けの沈下速度が速いガイド下向きセッティング（図9）と
　スタンダードなガイド上向きセッティング（図10）が選べます。
　※振動等で穂先、ネジが緩む場合がありますので、ご使用中は時 ご々確認ください。

ガイド下向きセッティング ガイド上向きセッティング

（図10）（図9）

（図8）

10.糸止めの使い方
●ラインを図のように糸止めに引っ掛けて固定します。（図１4）
　穂先をセットしラインを通した状態でもご使用できます。
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点滅例

角度調節
大きいリングに通す

角度調節ネジ 小さいリングに通す

角度調節
角度調節ネジ

糸止め
●ラインを止めておけます

（図13）

（図14）

ゆっくり
点滅

1段階
速く点滅

（電池交換）

2段階

（図16）



クラッチを「LOCK」
側に倒す。

スプール止めネジを外し
スプールを取り外す。

装着する場合は、逆の手順で行います。 

モーターチューブの交換方法

初期化（リセット）の方法

モーターチューブは、磨耗により消耗します。
スプールが滑り出した場合は、モーターチューブを交換してください。

不具合等があった場合に、工場出荷時の状態に戻し復旧する
初期化(リセット)が可能です。

4つのボタンを
同時に長押しすると
初期化(リセット)
されます。

ココにモーターチューブ
があります。

ピンセット等で摘み
引き抜きます。


